
専門医からの一口メモ

◆ 「手荒れに注意？」 ◆

リウマチ・膠原病内科 副医長 田 村 誠 朗

当院リウマチ膠原病科では関節リウマチをはじめ全身性エリテマトーデスや皮膚筋炎/多発性筋炎、強皮症

や血管炎など様々な疾患を診療しています。

開業医の先生方におかれましては平素より患者さんをご紹介いただき誠に有りがとうございます。

発熱や関節痛、筋痛など膠原病を想起する所見は多々ありますが、手荒れという主訴で想起すべき疾患の中

に早期発見早期治療がより重要な疾患がありますのでご紹介させていただきます。

その疾患はCADM（clinically amyopathic dermatitis）です。臨床的に筋症状を伴わない皮膚筋炎という

病名であり非常に違和感を覚える病名です。が、この病気は高フェリチン血症を認め約７〜８割で急速進行性

の間質性肺炎を合併することがあり、一旦呼吸不全となると致死率がか

なり高くなります。抗MDA５抗体が陽性となることが多いですがこの

場合、可及的速やかに免疫抑制加療が必要となってきます。

診察のポイントとしては①手指関節に落屑を伴う紅斑（ゴットロン徴

候）や手掌に鉄棒の豆様皮疹を認める②筋把握痛や筋原酵素の上昇が乏

しい③乾性咳嗽や労作時の呼吸苦が挙げられますが、③の症状が出現し

ている場合は治療を急ぐ可能性が高いです。このような患者さんがおら

れた場合は是非当院リウマチ膠原病内科にご紹介いただけますと幸甚に

存じます。繰り返しになりますが膠原病リウマチ科の患者さんは開業医

の先生方から紹介されるCase が多く開業医の先生方との連携が重要で

あると考えています。今後共ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げ

ます。
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◆ 患者満足度調査の結果より ◆

１．概要
患者さんへのサービス向上を目的として「患者満足度調査」を実施（外来患者は10月８、９日、入院患者は
10月７〜11日に実施）し、その結果がまとまりましたので、ご紹介いたします。
回答数は外来患者が410（男175 女235）、入院患者が176（男94 女82）、回答者の年齢層は外来患者が０〜40
歳未満10.5％、40歳以上〜70歳未満35.9％、70歳以上53.5％、入院患者が０〜40歳未満6.3％、40歳以上〜70歳未
満31.5％、70歳以上62.3％でした。

⑴ 全体の満足度
病院全体の満足度について、「満足」または「やや満足」と回答した比率は、外来患者、入院患者とも前回
調査を上回りました。
●外来患者の満足度 ●入院患者の満足度

⑵ 当院に望むこと（医療機能）
医療機能の充実を望むものでは、順位はこれまでの調査と概ね変わらないものの、救急医療の充実を望む
比率が増加しました。

自由意見欄では
・以前より親切。説明がわかりやすく患者に寄り添う姿勢が見える。（外来）
・こんな大病院なのに、よく家庭的で親切な優しい対応を一人一人のスタッフが普通にしてくれることが最大
の驚きであり喜びでした。主治医の先生のご対応も申し上げるまでもありません。（入院）
・医師、看護師、看護助手、薬剤師、その他職員の皆さんが温かく、親切でとても感じがよかった。（入院）
・食事が大変美味しかった。病院食風でなく家庭の味に近いので、毎回、食事時間が待遠しかった。（入院）
というご意見をいただく一方で、
・窓口案内がＡ、Ｂ、Ｃとなっていますが音声が分かりにくい。（外来）
・会計の待ち時間が長すぎる、もう少し早くしてほしい。（外来）
・診察や治療が終わった後に、会計で待ったり処方箋や薬を貰いに行ったりして疲れます。（外来）
・会計間違いが多い。（外来）
・もう少し掃除をていねいにしていただきたい。（外来）
・予約していても持ち時間が長いので、改善してほしい。（外来）
というご指摘もいただきました。
今回の調査結果やご意見を真摯に受け止め、改善に取り組んでまいります。

この度、いただいた貴重な御意見を全職員で共
有し、患者さんの視点から現状のサービスを見直
し、対応できるところから着実に改善し、今後の
運営に活かしてまいりたいと考えております。

医療サービスの本質である病状や治療等に関す
る説明の充実、提供する医療の質の向上を図り、
患者さんが利用しやすく、地域包括ケアシステム
において中心的役割を果たし、住みたくなる街の
シンボルのような存在になれるよう努力してまい
ります。



◆ 神戸市認知症疾患医療センターからのお願い

日頃は、認知症疾患医療センターへ患者さんをご紹介いただきましてありがとうございます。

認知機能検診（第１段階）で認知症の疑いがありとされた方の認知機能精密検査（第２段階 鑑別診断）は

患者さんのご家族からの 電話予約も可能ですが、この場合、鑑別診断を円滑に実施するため、患者さんのご

家族に受診日前日までに認知機能精密検査依頼書（診断様式第２－１号）を持参していただいております。

つきましては、できるだけ FAX予約をご利用いただければ幸いです。この場合、認知機能精密検査依頼書

のみの送信でも結構ですので、ご協力のほど、お願い申し上げます。

◆ 市民公開講座「西市民病院開院50周年記念特別講座」のご案内 ◆

当院は現在の地に病院を建設してから50周年を迎えました。これを記念して下記のとおり特別講座を開
催いたします。
日 時：令和２年10月31日（土）14時から16時
場 所：神戸市医師会館 大ホール（４階）（神戸市中央区橘通４－１－20）
プログラム：講 演

●「認知症へのそなえ 〜認知症となっても困らないように〜（仮）」
講演者：神戸市立医療センター西市民病院認知症疾患医療部長 木原 武士

（脳神経内科部長、認知症疾患医療センター長）
●「手術支援ロボットda Vinci を用いた腹腔鏡手術について（仮）」
講演者：神戸市立医療センター西市民病院院長代行・泌尿器科部長 中村 一郎
特別講演
●「健康寿命は自分で延ばせる－尿を測って認知症も防げるか？」
講演者：武庫川女子大学国際健康開発研究所長 家森 幸男 氏
（公益財団法人兵庫県健康財団会長、京都大学医学部名誉教授）

申 込 方 法：事前申込要（やむを得ない事情により中止させていただく場合がありますので、お申し込み
の際はお名前、職種、医療機関名のほか、日中連絡の取れる電話番号をお知らせください。）

そ の 他：手指消毒の実施など感染対策を行ったうえで開催いたします。

◆ ６月１日付け新規採用医師のご紹介 ◆
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専門分野 消化器外科
内視鏡外科

資 格 等 日本外科学会専門医、指導医
日本消化器外科学会消化器外科専門医，指導医
消化器がん外科治療認定医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
検診マンモグラフィ読影認定医




